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]は じめに
物語性文様の中では抽象文は得意な存在である。釈迦

堂遺跡群の野呂原地区で、本来ミミズク (双環装飾)が
付くべきところに乳頭面が施される土器 (第 1図 2以下

1-2と表記)力Sあった。発掘当初から芸術的に優れた
土器であったので、数多く紹介されてきたが、筆者はそ

の文様の謎を記憶に長く留めていた。そして、数年前に

上の原下割遺跡の抽象文土器 (1-1)を 偶然の機会に
観察した。抽象文土器の面貌の部分はたいがいCV面と
ここでは呼んでいるC字かV字状であることが多いのに、

何と丸い乳頭面が施されていたのである。

また、人面装飾付土器と呼ばれる土器群とそれに類す

るかつてミミズク把手付土器と呼ばれた双環 (決眼)装
飾付土器があり、人面や双環などさまざまな面貌が展開

していることが半U明 してきた。そして、抽象文には人面

は付かないが、双環などの面貌が展開していることが明

らかとなってきた。

ところで、縄支土器の図像学的研究の晴矢の一つは、

江上波夫の研究であると思われる。氏はその中で、及の

ように記述されている。

第一 その意匠は単独に、他と無関係に創造された
というより、勝坂式系土器を特徴ずけた彫塑的、直・

曲線的な装飾意匠によって暗示され、触発されたと

見得る場合が多い。

第二に、そこで暗示され、触発された動物の種類は、

以外に限定されていて、蛇や蛙や、またそれらと何

らかの関係をもつたと思われるもの一例えば顔面把

手の場合―が最も普通で、これに反して鹿や野猪や

魚など狩猟、漁携の好目標たる動物は全く含まれて

いないということである。

現在の研究ではこの見解をそのまま了とはできないが、

「勝坂式系土器を特徴ずけた彫塑的、直・曲線的な装飾

意匠によって暗示され、触発されたと見得る場合が多い。」

という点を考えてみたいと思う。

2 抽象文とは
抽象文は当初の定義では様々な文様を含んでいたが、

現在はサンショウウオ状の文様にほぼ限定されている。

ここでは懸垂された半月形の胴部を持つ文様を抽象文と

して取り扱う。文様研究で抽象文の各部分について適当

な呼び名がないので、ここでは仮に各部分に名称を与え

て論を進めたい。(2)

半月形の体部を隆帝で懸垂することを原則としている

ようである。決環装飾ないし環装飾を加えるもの、X字

状の隆帯で表現するもの、楕円文などの隆帯と一体化し

ているものなどがある。特にX字状のものをX字状懸垂

鈎いい、 I状のものをI状懸垂鈎ということにする。
この懸垂鈎の付く部分と抽象文の境界が、厳然と区分

されていると思われるので、この部分を境界という。

体部は半月形を中空隆帯表現から隆線まで変化が激し

い。先端部としたのは、面貌が表現されず、単なる半月

形であるものもある。腹尾としたものは半月形胴部の下

にあるものである。腹尾は半月形胴部の下にまく尾であ

るが、先端部がヘビの頭のようなものから、面貌のCV
面のようなものまである。巻き方も先端の方へまく前巻

きと尾の方へ巻く後巻きがある。あるいは全くないもの

もある。背鰭はほとんど表現されないが、時折施文され

るものもあり、他の楕円文などと融合しているものもあ

る。尾は巻き上がりと下がりがあり、面貌が表現され両

頭ではないかと思われるものもある。時には輪面と見間

違うようなものまである。

3 抽象文土器の発生
抽象文の起源はすでに今福利恵が指摘している。五領ヶ

台式土器の中にその萌芽が見られ、格沢式上器の中にそ

の原型が作られ、新道式で成立し、藤内式でほぼ終焉を

迎え、井戸尻式ではその残影が見られるのみである。古

くは三上徹也がその変遷を辿っている。釈迦堂遺跡博物

館の特別展で猪股喜彦がいくつかの分析を行っている。

最近の山梨県内の出土量の多さから、櫛原功―が全資料
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第 1図 抽象文と把手の面貌 (約 1/13)
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第 2図 抽象文の部分名称 (仮称)
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はり懸垂された粘土紐を持つもので、中央の渦巻いた隆

線は梨久保遺跡例に類似する。

つまり、日縁部以下の器面に、懸垂鈎があり、そこか

ら垂れ下がる逆U字状隆線が基本となると思われる。

4 面貌の種類
長野県九兵衛尾根遺跡の人面装飾付土器は、人面装飾

から伸びる両腕が湾曲して、一方の腕先の手の部分が蛇

頭となるものである。この蛇頭の手を持つ人面装飾を捜

すと、人面ばかりでなく、凸面、円面、乳頭面にもこの

モチーフが展開していることが判明してきた。そこで、

人面、凸面、円面、乳頭面など様々な面貌を分析するこ

とが必要となり、次のように分類している。 (4)

1類 と2類に大別する。 1類は単独のもの、 2類は対
で表現されるものである。 1類 Aは人面である。多くは

第 3図 抽象文の発生 (約 1/13)

まとめている。やはり北巨摩郡地域に多く見られる。

大石遺跡の五領ヶ台式上器 (3-1)の 胴部の小さな
懸垂状の文様見られる。これには面貌は見られないが、

V字状の粘土紐によって懸垂された一方が渦巻き、一方
が垂れ下がる粘土紐である。次に梨久保遺跡の格沢式土

器 (3-2)の I字状懸垂文に引き継がれるものと思わ
れる。この土器は粘土紐の輸積痕を残した器面に、口縁

部から懸垂釣状の粘土紐があり、そこに逆U字状の粘土
紐が垂れ下がるのである。垂れ下がった粘土紐の両端は

やや上がる。しかし、面貌が付くことはない。また、中

央部に渦巻状の文様が貼付され、端は蛇頭を思わせるよ

うである。ここに抽象文の基本的モチーフは出来上がっ

たと見なすことができる。また、寺所遺跡の土器 (3-
4)の獣面を思わせる突起から垂れ下がる隆帯も関係あ
りそうである。神谷原遺跡の土器 (3-3)は 胴部にや
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類 E 双渦面

第4図 画貌模式図

半球状の曲面に目鼻口が表現される。また、ハート形の

平面に目鼻口が表現されるものがある。 1類 Bは半球状

で目鼻国が表現されないものである。A類とB類の中間
的表現のものもあり、面貌の一部が表現されるものもあ

る。 1類 Cは乳頭状の凸起であり、しばしば沈線が施さ

れる。B類 とC類の判別が困難なものもあるが、B類は

中空である場合が多く、 C類は中実で沈線をもつものが

ある。C類はB類に比べて小ぶりである。 1類 Dは円面
で土器の立体的に表現されることがなく、しばしば沈線

で区画される。ただし、低隆帯の場合は区分が難しい。

1類 Eは凹面で円形の窪みをいう。 1類 Fは輪面といい、

粘土紐で輪状を表現する。 1類 Gは環面といい、 2類 A
の一部を表現したように立体的である。 1類 Hは渦巻状

をなすものである。 1類 Iは三角面で抽象文土器を扱う

上で分類した。三角形の底辺が前方に、頂点が抽象文の

先端部側に施文される。 1類 Jは CV面とした。抽象文
土器に一般的な面貌で、口を開いた動物のイメージを与

える。C面とV面をあえて区分する必要はないと考え、
同類をまとめてある。

2類 Aはかつてミミズクと呼ばれていたものである。
いくつかの場面に登場する。縄文中期の土器には一般的

な装飾である。 2類 Bは双葉面とした。多用な表現があ

り、他のものと組み合わさるものもある。 2類 Cは双眉

面とした。M字状やW字状をなすものが多く、単なる粘
土組の装飾と見誤るものもある。小林公明のいう眉月に

当たるものである。 2類 Eも縄文土器には時代を越えて

表現されるものである。 2類 Fはハート形である。これ

に 2類 Bが加わって人面になることもある。 2類は同じ

ものが相似形に並ぶものであるが、 2類 Gは D類 とE類
の組合せである。 2類 Hは相似形が左右と上下に表現さ

身ιたものである。

ここに分類したものすべてが抽象文土器の面貌に表現

されるものではないが、人面を除いた大方のものが、面

貌として採用されている。

5 抽象文土器の面貌
双環面、環面

双環面は、釈迦堂 S― ⅣSB-53(5-1)、 後田原遺
跡 (5-2)、 石原田北遺跡 (5-3)、 梨ノ木遺跡 (5
-4)、 鋳物師屋遺跡などに例がある。石原田北遺跡で

は反対側の面に双環装飾に円文が付き、蛙と思われ、抽

象文と蛙文が付く数少ない例である。石原田北遺跡例は

明確な懸垂鍵がないが、文様帯を区分する境界と環装飾

は存在する。後田原遺跡と梨ノ木遺跡例は腹尾がない。

双環にならない環面は寺所遺跡 (5-5)と 大石遺跡
(5-6)に あり、よく類似しており、先の尖った環面
と丸い環面が対をなしている。何れもI字状の懸垂鈎に

懸垂されている。(5-4)は 懸垂鈎の部分に環状装飾
が施されている。

環面、輸面

環面と輪面は区分が難しいところがあるが、大石遺跡

(5-7)高 畑遺跡 (5-8)は 立体的な環面で双環の
面影を残している。しかも凹面装飾付土器である。(5

-9)は懸垂鍵の部分に環状装飾をつけている。(5-8)
は抽象文の文様部品をすべて備えためずらしい土器であ

る。(5-9)は 輪面と言ってもよいものである。これ
は懸垂鈎の部分に双環装飾を付け、背鰭と文様が一体化

している。

酒呑場遺跡 (5-10)は双環装飾把手の体部に一つの

抽象文が付くもので、肝心な面部が失われているが、恐

らく双環面か環面であろう。 I字状懸垂鍵は抽象文とは

反対側に付いている。抽象文は面貌をはじめとする文様

構成部品が分離して施される。この独特な施文構成は抽

象文を特徴付けるものである。

輸面、円面

柳田遺跡 (5-11)は大型土器である。懸垂鈎がV字
状をなし、真中に環状装飾を施している。また腹尾が面

貌の部分から伸びる新しい様相を見せている。高山遺跡

(5-12)、 神谷原遺跡 (5-13)な どが類する。石之
坪遺跡 (5-14、 15)は円面と呼んでいいもので、面貌

が平面的に表現される。

乳頭面

上の原下割遺跡 (1-1)が 好例であり、類例が知ら
ない。乳頭に沈線を施している。

双渦面

決渦面は五領ヶ台式上器の口辺部に施文され以降、し

ばしば復活する。棚畑遺跡 (5-16)に双渦面が施され
た点は大きな驚きあった。逆位の双渦面である。石之坪

遺跡 (東地区)(5-17)は、文様が展開するため実測

◎可
1類 C 乳頭面
O:i
l ttG 環面

面

Ｍ
韓乱

欲
『α
的∝
『》
Ｍ
２

2類 H 十字面
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第 6図 拍象文土器 2(約 1/13)
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図には表現されていないが長い頸に粘土紐の瘤を二つ持

ちながら、面貌は口辺部下線の境界を乗り越え、口辺部

までせり上って、双渦面を施している。これも類例が少

ない。

双三角面、三角面

桂野遺跡 (5-20)は、全体像は不明だが立体的な細
身の体部をもつことから古手の抽象文である。多摩

NTNo.72(5-21)は 体部の途中に面貌を付けたようで
ある。いずれも、双三角面である。

三角面の初源的なものは高畑遺跡 (5-18)で ある。
抽象支土器から除外されることもあるが、 I状懸垂鍵が
あること、半月形の体部であることから、抽象文とした。

三角形の面貌が底辺を前方に頂点を体部側に貼付するこ

とも原則に忠実である。高畑遺跡 (5-19)は三角面の
横にさらに装飾を施している。懸垂鈎の部分に欠損はし

ているが、双環装飾が付くのであろう。

石之坪遺跡 (東地区)(5-221と 酒呑場遺跡 (5-231
は瓜二つの三角面を持つ。石之坪遺跡例は、裏側の抽象

文は輪面で三角面と対となった抽象文である。(5-23)
は尾も三角面で両頭のようである。海道前 C遺跡 (5-
24)は三角面がCV面に変化してゆく過度的な様相を示
している。三角形の底辺部分が低くなることによって、

CV面に近づいている。問題はこの抽象文の腹尾は、体
部から少し離れている。体部の一部が膨らみ乳房のよう

になり、そこに腹尾を近づいているような授乳の状態を

表している。よく観察すれば、腹尾の根本に浅い沈線が

あり、日のようである。まさに哺乳類をイメージして造

形されている。

CV面
石原田北遺跡 (5-25)は 凹面装飾付土器の大型品で
ある。懸垂鍵に一部が残り、環状装飾を施している。背

鰭は精円帯と一体化している。無面としたいが、頸部に

C字状の隆帯がある点が注目される。これは、CV面が
分離して施文されたものと解することができる。酒呑場

遺跡遺跡 (5-10)は I字形懸垂鈎が抽象文とは反対側
に分離して施文される点と同じ発想である。石之坪遺跡

(5-26)は境界がないめずらしい抽象文である。こち
らは双環装飾付土器である。

石原田北遺跡 (5-27)は X字状懸垂鈎が明瞭である
が、尾の状況が不明である。石之坪遺跡 (5-28)は懸
垂鈎の部分に環状装飾を施している。尾の部分がはっき

りしないが、両頭である可能性もある。酒呑場遺跡 (6

-1)は尾が三角形となっているが、面貌の三角形とは
明らかに違う。鋳物師屋遺跡 (6-2)は 面貌と尾の部
分が一部欠損しているが、背鰭を除くすべての部品が揃っ

ている。大木戸遺跡 (6-3)は 双環装飾付土器の体部
に抽象文が 2匹展開するもので、腹尾は腹からではなく

頭部から出て新しい傾向を示している。ここでも (5-

26)と 同じように双環装飾付土器の体部に抽象文が施文

される。多摩NTNo.72(6-4)は 体部が一本の隆帯と
なり、(6-3)で見たように、腹尾が面貌から飛び出
すものが出てくる。

柳田遺跡 (6-5)、 古林遺跡 (6-6)、 下原遺跡 (6
-7)、 多摩NTNo。72(6-8)、 釈迦堂 (6-9)では
境界に抽象文の体部が接して、かろうじて懸垂された残

影を残している。柳田遺跡 (6-101、 高畑遺跡 (6-11)、

高畑遺跡 (6-12、 13)、 釈迦堂 (6-14)では境界か
ら抽象文が分離独立している。

無面

桂野平石遺跡 (6-15)は体部のみである。吉田向井
遺跡 (6-16)な どがある。これらは、面貌が別に施文
される訳でもない。ここが抽象文の本質を現しているの

であって、面貌を必ずしも必要としないのである。

両頭面は釈迦堂遺跡 (6-17)な どにある。腹尾は前
巻きと後巻きがあるので、まったくどちらが頭か不明で

ある。

その他不明な面

原町農業高校前遺跡 (6-18)と比丘尼原遺跡 (6-
19)は鳥の嘴のような頭部を上に上げたものである。(6
-18)は懸垂部分に双様の装飾を施し、(6-19)は口
縁部の双環装飾から垂れ下がる懸垂隆線が、抽象文の先

端部まで垂れ下がって、面貌には目玉も表現され異様で

ある。多摩NTNo.72(6-20)は 楕円形の先端部に隆線
で三角文を4つ貼付する。三角面や漑三角面とは、まっ

たく別なもので類例がない。比丘尼原遺跡 (6-21)は
三本指のような面貌で伊那市北丘遺跡にも類例があるよ

うだが、ここでは面貌としての分類する段階まで至って

いない。

6 抽象文と他のモチーフとの相関関係
筆者はすでに抽象文は人面装飾付土器には施されるこ

とはなく、双環装飾付土器に施文されることを指摘した。

石原田北遺跡 (5-10)、 石之坪遺跡 (5-26)、 大木戸

遺跡 (6-3)な どに例がある。また石原田北遺跡の凹
面装飾付土器 (5-25)、 高畑遺跡 (5-8)に も抽象
文は施されている。

時期的には重複がほとんどないこともあって、釣手土

器に施されることはないのである。他のモチーフとの関

係でいえば、曽利遺跡 (6-22)、 丸山南遺跡 (6-23)、

石原田北遺跡 (5-3)に見られるように蛙と組み合わ
されることはあっても、他の猪や蛇と組み合わされるこ

とはないのである。

奇妙なことに、ヘビがカエルを捕食することはよく知

られており、当然縄文人も先刻承知であったにも関わら

ず、三角頭の蛇が蛙を捕食している図像はないのである。

弥生時代の銅鐸には蛙を追う蛇がわずかながら描かれる
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のと大きな違いである。

動物学的にはカエルをよく捕食するヘビはヤマカガシ

であるので、ヤマカガシのイメージがこの抽象文には投

影されているのかもしれない。

7 まとめ
抽象文土器はその発生時に懸垂されるという基本原則

もやがては忘れられ、半月形の体部も一本の湾曲した隆

線と化していく、原則をなくしたところで消滅の方向へ

と進んでゆくと思われる。しかしながら、土器の口縁部

より上には施文されることはなく、ましてや、把手とし

て土器の口縁部以上に突出することはなかったのである。

また、人面とはまったく相容れない関係にあり、人面

装飾付土器には抽象文が施されることはなく、凹面装飾

付土器や双環装飾付土器に抽象文は施される。

抽象文は日縁部以下のここでいう境界以下に施文され

ることから、地上下の動物あるいは水棲動物に関する縄

文人のさまざまなイメージが重なったものであり、もち

ろん面貌も環面、輸面、円面、三角面、CV面、双環 (双
眼)面、双三角面などと多様であり、時期的にも変化し、

半月形の胴体を離れて施文されることもあるのである。

このように多様な表現は、具体的な動物を表現したもの

というより、物語上の動物である可能性が高い。

蛇を捕食する図像はヤマカガンをイメージさせるが、

海道前C遺跡 (5-24)は明らかに乳房があり、腹尾で
はなく仔抽象文が乳をせがんでいるようである。これは

哺乳類をイメージしたものであると思われる。

ここでは、面貌の展開について考えてきたが、一種の

動物にいくつもの面貌があること事態は、様々なイメー

ジが重なっていることを現している。図像では猪のモチー

フがしばしば人面や環面に表現されることがある。また、

半人半蛙のように両者のイメージが重なったものもある

が、抽象文のように面貌の変化の著しいものはない。

筆者はかつて、縄文時代は架空の動物を想像する文化

段階にはないとう見解のもと、抽象文が蛙を捕食する特

性とサンショウウオは夜行性であり、縄文時代といえど

も八ヶ岳を中心と地域には棲息していなかった可能性か

ら、抽象文をヘビの一種とした。しかしながら、抽象文

の属性を分析してくると、ヘビの一種とする考えのほう

が無理であるという結論に至った。

「ミズチ」という呼称は言い得て妙である力＼「ミズチ」

は古代の想像上の動物であるので点で躊躇してしまう。

抽象文の面貌の展開の中で、抽象文は彫塑的、直・曲

線的な装飾意匠から触発された想像上の動物と思われる。

物語性文様には人面、蛇、猪のように具体的イメージか

ら造形されたものと、抽象文のように装飾意匠から触発

されて造形されたものの 2系統があるように思える。蛙

はこの両者から造形された可能性がある。

「勝坂式系土器の動物意匠について」『國華72-

6も

2001 『抽象文土器の世界』

「一本足の龍」『山麓考古』

「縄文中期集落の変遷と土器様相」『石原田北遺

跡』

「中部・西関東における縄文時代中期中葉土器

の変遷と後葉土器への移行」『長野県考古学会

誌』51

『井戸尻』

「メデューサ型ランプと世界変換」F山麓考古』

15

「蛇頭の腕をもつ人面装飾付土器について」

25-39買『長沢宏昌氏退職記念考古学論孜集』

「物語性文様について」『縄文土器総覧』

「勝坂式上器様式」『縄文土器総覧』
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図 No. 都県 遺跡名 遺構 報告書図版 文献 備考

1 1 山梨県 上の原下割遺跡 22号土坑 第31図24

1 山梨県 釈迦堂 S― V4号住 第17図 1

1 長野県 大石遺跡 1号住 第108図8 3

長野県 梨久保遺跡 14号住 第45図 7

東京都 神谷原遺跡 SB178 身写242じ]8 6

山梨県 寺所第2遺跡 30-1

1 山梨県 釈迦堂S―Ⅳ S―ⅣSB-53 第371図

2 長野県 後田原遺跡 図13-9 2

3 山梨県 石原田北遺跡 20号竪穴 第82図

5 4 長野県 梨ノ木遺跡 86住炉体 う彗98じ]3

5 山梨県 寺所第2遺跡

5 6 長野県 大石遺跡 21住 第179図 3 3

5 7 長野県 大石遺跡 土壊839 第248図 12 3

5 8 山梨県 高畑遺跡 5号竪穴 身写37E電 23

5 9 山梨県 石原田北遺跡 35号竪穴 第136図49

5 山梨県 酒呑場遺跡 79住 第31図 10

5 山梨県 柳田遺跡 10号土器 第46図 6

5 神奈,II県 高山遺跡 69号住 第107図 1

5 東京都 神谷原遺跡 SB66 第158図 1 6

5 山梨県 原町農業高校前遺跡 22号住 第158図6

5 山梨県 石之坪遺跡 (西地区) 41住 第112図8

5 長野県 棚畑遺跡 137号住 第401図 1

5 山梨県 石之坪遺跡 (西地区) 42号住 第118図 46

5 山梨県 高畑遺跡 5号竪穴 第38図 31

5 山梨県 石原田北遺跡 35号竪穴 第136図51

5 山梨県 桂野遺跡 33号住 第115図 42

5 東京都 多摩NTNo.72 住居 第98図

5 山梨県 酒呑場遺跡 12号住6 第19図 6

5 山梨県 石之坪遺跡 (東地区) 4号住 第73図ユ

山梨県 海道前C遺跡 4号住 身子145じ雪10

山梨県 石之坪遺跡 (東地区) 7号住 第79図 1

5 山梨県 石之坪遺跡 (東地区) 7号住 第80図 1

山梨県 石原田北遺跡 35号竪穴 第133図 22

5 山梨県 原町農業高校前遺跡 22号住 第158図 5 45

1 山梨県 酒呑場遺跡 土坑 第41図 4

山梨県 鋳物師屋遺跡 83号住 第37図 1

山梨県 大木戸遺跡 8号土坑 第87図4

東京都 多摩NTNo,72 遺構外 第272図 1

5 山梨県 柳田遺跡 土坑 身彗50E雪30

山梨県 古林遺跡 92号土坑 身写244B]0021

神奈川県 下原遺跡 35号住 第35図 1

8 東京都 多摩NTNo,72 住居l■ 第73図 1

6 9 山梨県 釈迦堂 S― I土坑 第215図 36

6 山梨県 柳田遺跡 2号土器 第45図2

6 山梨県 高畑遺跡 11号竪穴 第62図 2 44

6 東京都 神谷原遣跡 SB55 第155図 1 6

6 山梨県 原町農業高校前遺跡 5号住 第131図3

6 山梨県 釈迦堂 S―ⅣSB-32 第381図

6 山梨県 桂野平石遺跡 住居址 第10図 1

6 長野県 吉田向井遺跡 1号住 図5-7

6 山梨県 釈迦堂 S―ⅢSB-95 第100図 50

6 山梨県 原町農業高校前遺跡 5号住 第131図 1

6 長野県 比丘尼原遺跡 /1ヽ竪穴 1002 第120図 223

6 東京都 多摩NTNo72 住居址 第12図 5

6 長野県 比丘尼原遺跡 10号竪穴 第56図 5 46

6 長野県 曽利遺跡 54・ 764と 第■4図 124

6 長野県 丸山南遺跡
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